
ココにときめく！

製家具メーカーのカリモク皆栄（株）に入社し、イスの「張

り試作」という仕事をして 1 年が過ぎました。張り試作

というのは、新作のイスを商品化する前に試作品を手づくりする

作業のこと。用意された木枠にウレタンを貼り、カバーを張るま

でが私の仕事。私は座り心地のいいイスの研究開発員として採

用されたのですが、イスの構造を知らないと開発ができないので、

いまは張り試作の仕事をさせていただいています。張り試作では、

型になる布を張るときに人それぞれ癖が出ます。私の場合、型

布を引っぱりすぎる癖があり、シワやゆがみができてしまうので、

引っぱりすぎないよう注意しています。普段は技術を磨くために

同じ作業を繰り返していますが、昨年の秋に、商品化する革張

りのイスの試作を任せてもらいました。張り上げたイスを上司や

先輩に見てもらうと、飾りステッチ

の縫い目が一定になっているのを

褒められ、少しずつ成長しているな

と感じました。

座り心地のいいイスを開発するために

「張り試作」を身に付けています

男性社員の言葉が丁寧になり、
職場の雰囲気も朗らかに

試作課 課長 有賀 崇嗣さん

張り試作に男性社員しかいなかったころは
厳しめの言葉が飛びかっていましたが、蕨
野さんが入ってからは言葉が優しくなるなど、
職場の雰囲気も柔らかくなっています。

モノづくり女子を支えるカイシャモノづくり女子を支えるカイシャ

初めて商品になるイスの製作にかかわった
とき、自分がかかわった製品が店頭に並ぶ
んだ、と感動した。

木

オトメゴコロをくすぐるポイント♥

カリモク皆栄株式会社
マーケティングセンター

試作課 蕨野 智美さん

自分がつくりたいと思う家具を自分自身でつくれる

カリモク家具
（知多郡東浦町）
かりもくかぐ
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家具・装備品製造業

オトメゴコロをくすぐるモノづくり ハウスウェア

「カリモク」では十
数年前から、人
間工学理論に基
づいたイスの開
発を行っている。
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わ ら び の   と も み

縫製

完成

本体にばねを
とりつける

ウレタンなどの
クッション材を固定

クッション形状に
 合わせて
  型布をとる

布に墨付けを
して裁断

レースドールの仕上げ・着せ付け職人
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ココにときめく！

ーケー名古屋人形製陶（株）は、日本で唯一の陶製レー

スドールメーカーです。私がここで働くことになったのは、い

まと違う仕事をしていたときに、陶芸教室に通っていたのがきっかけ

でした。前の会社を退職後、愛知県の窯業高等技術専門校とい

う職業訓練校で技術や知識を学んで職人になりました。いまは主に

人形のドレスにレースを付ける「着せ付け」という作業をしています。

私が着せ付けの作業でこだわっているのは、動いていない人形だけ

れど、ドレスが風に舞ってふわっとするイメージを思い描きながらレー

スをつけること。そうすることで一つひとつの人形に個性が表れると

思うからです。最初はただドロドロだった泥しょう（※）が、型に入っ

て焼かれ、色やレースが付き、やがてキレイな人形として生まれ変わ

ることに感動します。職人にとって技術は大切な財産。技術は努力

してこそ身に付くものなので、もっと

向上できるよう努力し続けます。

風に舞うドレスをイメージした作業で

一つひとつの人形に個性が宿る

力仕事は男子がサポート
細かい作業は女子職人が大活躍

代表取締役
加藤 範主さん

10年前から若い女子職人を積極的に採用し、
いまは11名の職人のうち女子が9名。鋳込み
など重いものを持つ作業は男子が担当します
が、絵付や着せ付けなどでは細かい作業が得
意な女子職人たちが活躍しています。世界一
の職人をめざして日々努力してくれています。

モノづくり女子を支えるカイシャモノづくり女子を支えるカイシャ

ドロドロだった泥しょうが、職人の技で美しい
人形に生まれ変わることに感動！

テ

オトメゴコロをくすぐるポイント♥
人気キャラクターの陶磁器人形をつくることができる＆

人形のドレスをデザインしたり、オリジナルキャラクターを提案したりできる

テーケー名古屋
人形製陶株式会社
（瀬戸市）
てーけーなごやにんぎょうせいとう

オトメゴコロをくすぐるモノづくり ハウスウェア

窯業・土石製品製造業

上品で美しいレー
スドール人形のほ
か、かわいらしい
人気キャラクター
の陶磁器人形も
つくっている。

でい

でい

※スライムとも呼ばれる、粘り気の強い、
水分を多く含んだ泥

ご本人の希望により氏名を掲載していません。
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